
吾妻山公園　花木園より海を望む

（平成17年4月28日撮影）

●今月の紙面

介護新時代………………………………⑩

こんにちは　健康課です…………………⑪

じょうほう館………………………⑫～⑬

みんなの広場・まちの話題………⑭・⑮

　　　　　　　　　　　　　　　　など

ホームページアドレス　http://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/

にのみや町民大学………………②～③

下半期財政状況のあらまし……………④

地区と町との大切な橋渡し………………⑤

町の今後のごみ処理は！！………………⑥

安全安心まちづくり……………………⑦



美しい文字を筆で書くには

初心者のためのカラオケ教室

ひとりで浴衣が着られるように

花葉書・花カードなどを作る

表面張力ってなんだろう

役立つエクセル・ワードなど

各種コースで開催

肩こりなどの予防としての自

己ケア－法を学びます

チラシをつかって箱などを作る

水墨画の初歩を学ぶ

二宮の歴史、習慣、昔話など

を知る（座学と散策）

　
生
涯
学
習
と
は
、
心
豊
か
で
生

き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め

に
、
生
涯
を
通
じ
て
行
う
自
主
的
・

主
体
的
な
学
習
で
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
学
習
課
題
を
見
つ
け
、
一
人
の

学
習
か
ら
仲
間
と
と
も
に
学
び
、

お
互
い
の
学
習
活
動
や
そ
の
成
果

を
認
め
合
い
、
地
域
社
会
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
、
生
涯
学
習
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の

人
生
の
各
時
期
に
、
自
ら
学
習
意

欲
を
も
っ
て
必
要
な
学
習
課
題
を

選
択
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
今
日
の
激
し
い
社
会
の
変
化
に

対
応
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
時
代

の
変
化
に
応
じ
た
新
た
な
学
習
課

題
を
取
り
入
れ
、
学
び
つ
づ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
町
で
は
、
平
成
17
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
「
二
宮
町
生
涯
学
習
推

進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
町
民
の

学
習
機
会
を
拡
充
す
る
た
め
、
に

の
み
や
町
民
大
学
を
開
講
し
ま
す
。

　
町
を
ス
テ
ー
ジ
に
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
楽
し
く

学
べ
る
町
民
大
学
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
各
種
講
座
・
教
室
を
開

催
し
、
学
び
の
場
づ
く
り
を
す
す

め
ま
す
。

　
町
民
大
学
で
は
、
多
様
な
ジ
ャ

ン
ル
に
わ
た
り
、
趣
味
・
教
養
や

暮
ら
し
に
役
立
つ
基
礎
的
な
内
容

の
一
般
講
座
と
、
町
の
歴
史
や
自

然
に
つ
い
て
専
門
的
に
学
び
、
指

導
者
を
め
ざ
す
専
門
講
座
が
あ
り

ま
す
。

　
講
座
・
教
室
に
参
加
し
、
趣
味

や
特
技
の
幅
を
広
げ
た
り
、
仲
間

を
つ
く
り
、
生
き
が
い
を
み
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

５月

５月

６月

６月

６月

７月

年４回

７月

８月

８月

８月

筆で書く日常文講座

基礎からはじめる

カラオケ教室

浴衣の着つけ

押し花で作品を

科学実験教室 パート１

パソコン講習会

簡単にできる

自己ケア－

実用おりがみ講座

水墨画入門

二宮の歴史探訪

講　座　名 募集時期 内　　　　容

宿場としての大磯をめぐる

簡単にできるお菓子作り

凧を作って、大空に揚げる

古着・古布で布ぞうりを作る

燃焼と爆発の実験など

本の装丁の方法を習得する

遺言の作り方を学びます

自転車の整備方と正しい

乗り方。

野草・野鳥・虫などの自然観察

中学生向け…職業観の育成

高校・大学生向け…自己PR法

新社会人向け…スケジュール管理など

10月

11月

12月

１月

１月

１月

３月

３月

年３回

年３回

大磯宿をあるこう

お菓子作り教室

凧を作って飛ばそう

布ぞうり作り

科学実験教室 パート２

自分だけの本を作ろう

遺言の重要性と

　　　その作り方

自転車入門

自然観察

ライフプラン講座

講　座　名 募集時期 内　　　　容



第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回



　
町
で
は
、
毎
年
５
月
と
11
月
に

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
17
年
度
下
半
期
（
昨

年
10
月
か
ら
本
年
３
月
ま
で
）
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
額
は
、
補
正
予

算
を
経
て
73
億
８
７
１
９
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
３
月
末
現
在
、
収
入
済
額
は
、

歳
入
予
算
額
に
対
し
て
95･

２
　
、

前
年
度
同
期
と
比
較
し
て
０･

６

ポ
イ
ン
ト
の
減
、
支
出
は
歳
出
予

算
額
の
86･

５
　
、
前
年
度
同
期

と
比
較
し
て
０･

１
ポ
イ
ン
ト
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
状
況
と
町
債
の
残

高
、
基
金
の
残
高
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

　
な
お
、
17
年
度
分
と
し
て
４
月

１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
「
出

納
整
理
期
間
」
中
に
収
入
・
支
出

さ
れ
る
額
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

最
終
的
な
決
算
額
は
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
財
政
課
財
務
係

17年度下半期の財政状況

予算現額 収入・支出済額
収入・支出
割合

一般会計

国民健康保険
特別会計

老人保健医療
特別会計

介護保険特別会計

下水道事業特別会計

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

73億8,719万円

73億8,719万円

26億8,810万4千円

26億8,810万4千円

24億2,102万1千円

24億2,102万1千円

15億3,716万7千円

15億3,716万7千円

16億1,647万円

16億1,647万円

70億3,056万1千円

63億9,282万4千円

25億2,663万2千円

23億9,608万8千円

21億7,786万1千円

21億4,486万8千円

14億3,421万6千円

13億8,450万8千円

10億5,610万9千円

12億8,150万5千円

95.2％

86.5％

94.0％

89.1％

90.0％

88.6％

93.3％

90.1％

65.3％

79.3％
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町債残高の推移

基金残高の推移

一般会計　　　下水道事業会計

16年3月31日現在
111億7,744万4千円

17年3月31日現在
117億1,305万7千円

18年3月31日現在
121億3,413万4千円

16年3月31日現在 17年3月31日現在 18年3月31日現在

5353億9,1699,169万3千円千円

5757億8,5758,575万1千円千円

5757億6,2786,278万円万円

5959億5,0275,027万7千円千円

6161億4,6374,637万7千円千円

5959億8,7758,775万7千円千円

53億9,169万3千円

57億8,575万1千円

57億6,278万円

59億5,027万7千円

61億4,637万7千円

59億8,775万7千円

1616億7,2237,223万1千円千円

1616億2,0082,008万円万円

1515億1,1551,155万3千円千円

16億7,223万1千円

16億2,008万円

15億1,155万3千円



18年度地区長と協議会の役職・所属研究会 （敬称略）

地　　区

一　色

緑が丘

百合が丘１

百合が丘２

百合が丘３

中　里

元町北

元町南

富士見が丘１

富士見が丘２

橘川　卓司

兼田　昌治

簗取　正通

川上　幹男

遠藤　道夫

和田　健三

五十嵐　卓

兵藤　輝男

伊藤　　勲

松尾　武保

会　計

監　査

監　査

副会長

地域環境

地域活動

地域活動

地域防災

地域活動

地域環境

地域防災

地域環境

地域防災

地域環境

氏　　名
協議会の
役　職

所　属
研究会

地　　区

富士見が丘３

松　根

上　町

中　町

下　町

梅　沢

越　地

茶　屋

釜　野

川　匂

早川　正芳

山口　幸司

添田　　實

掬川　啓次

加藤　嘉治

山本　哲巨

脇　　俊治

西山　　誠

西山　　力

峯尾　賢治

書　記

副会長

会　長

地域活動

地域防災

地域活動

地域活動

地域防災

地域活動

地域環境

地域防災

地域環境

地域防災

氏　　名
協議会の
役　職

所　属
研究会

　
４
月
12
日
、
各
地
区
の
代
表
者

で
組
識
す
る
地
区
長
連
絡
協
議
会

の
第
１
回
連
絡
会
議
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
行
政
と

の
連
絡
調
整
や
地
域
課
題
の
情
報

交
換
な
ど
、
地
区
と
町
を
結
ぶ
大

切
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
20

名
の
地
区
長
が
自
主
的
に
取
り
組

む
三
つ
の
研
究
会
の
活
動
も
あ
り

ま
す
。

　
今
年
度
、
14
名
の
新
地
区
長
を

迎
え
、
新
た
な
取
り
組
み
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
や
町
の
委
嘱
を
受
け

て
い
る
各
委
員
と
の
連
携
を
密
に

し
て
、
よ
り
よ
い
地
域
活
動
が
展

開
で
き
る
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
か
ら
の
委
託
を
受
け

て
、
長
野
県
高
山
村
と
の
地
域
間

交
流
事
業
の
運
営
等
も
積
極
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

＊
６
月
号
で
は
、
特
色
あ
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
町
か
ら
各
地
区
に

支
出
さ
れ
る
「
地
域
活
動
支
援
交

付
金
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
地
域
推
進
課

　
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

二宮都市計画二宮都市計画
地区計画地区計画の決定決定
（富士見が丘三丁目地区）（富士見が丘三丁目地区）

二宮都市計画
地区計画の決定
（富士見が丘三丁目地区）



第9回
ごみ積替施設整備に伴う説明会から

　
平
成
14
年
９
月
に
町
が
「
循
環

型
社
会
に
向
け
た
町
の
ご
み
処
理

に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
平
成
19

年
度
末
ま
で
に
は
、
現
在
の
焼
却

炉
を
止
め
て
外
部
搬
出
す
る
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
実
現
に
向
け
て
様
々

な
検
討
を
進
め
る
な
か
で
、
昨
年

11
月
の
議
会
で
、
ご
み
積
替
施
設

整
備
計
画
を
示
す
と
共
に
、
停
止

を
半
年
早
め
て
、
平
成
19
年
10
月

に
は
外
部
搬
出
す
る
計
画
の
説
明

を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
３
月
町
議
会
で

は
ご
み
積
替
施
設
建
設
予
算
に
つ

い
て
、
慎
重
な
審
議
を
経
た
上
で
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
み
積
替
施
設
は
、
町
が
２
ト

ン
車
で
収
集
し
て
い
る
ご
み
と
、

直
接
持
ち
込
ま
れ
る
ご
み
を
、
外

部
へ
搬
出
す
る
た
め
、
大
型
車
に

積
み
替
え
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　
現
在
、
桜
美
園
に
毎
日
出
る
ご

み
な
ど
の
可
燃
ご
み
を
搬
入
し
て

い
る
車
両
は
、
年
間
５
０
２
５
台

（
平
成
16
年
度
実
績
）
で
す
。
内

訳
は
、
町
の
収
集
が
３
１
５
０
台

（
62
・
７
％
）
、
そ
の
他
個
人
の

方
な
ど
が
直
接
桜
美
園
に
持
ち
込

ん
で
い
る
も
の
が
１
８
７
５
台

（
37
・
３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
処
理
は
本
来
発
生
し
た
場

所
で
責
任
を
持
っ
て
処
理
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
（
自
区
内
処
理
の

原
則
）
。
搬
出
先
で
の
車
両
通
行

に
よ
る
排
ガ
ス
、
交
通
渋
滞
、
交

通
事
故
の
危
険
性
な
ど
環
境
影
響

を
で
き
る
だ
け
軽
減
し
、
搬
出
先

の
住
民
感
情
に
も
充
分
配
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
状
の
ご
み
の
す
べ

て
を
収
集
態
勢
の
変
更
を
す
る
こ

と
な
く
、
速
や
か
に
外
部
へ
搬
出

す
る
た
め
に
は
、
積
替
施
設
を
桜

美
園
に
設
置
す
る
こ
と
が
最
も
適

当
な
方
法
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
基
本
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
搬
出
車
両
は
臭
気
対
策
か
ら
大

型
パ
ッ
カ
ー
車
を
使
用
し
、
車
庫

は
大
型
車
３
台
が
駐
車
可
能
な
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

　
な
お
、
大
規
模
な
造
成
工
事
が

必
要
と
な
ら
な
い
、
平
面
式
ま
た

は
平
面
ホ
ッ
パ
ー
式
を
基
本
と
し

ま
す
。

　
収
集
車
か
ら
大
型
車
へ
積
み
替

え
る
方
法
は
、
場
内
道
路
と
高
低

差
を
利
用
す
る
供
給
コ
ン
ベ
ア
方

式
を
採
用
す
る
こ
と
が
良
い
と
の

基
礎
調
査
結
果
で
し
た
。

　
ま
た
、
桜
美
園
内
ど
こ
に
造
る

か
に
つ
い
て
は
、
３
つ
の
案
を
検

討
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
特
に
臭
気
対
策
は
で
き

る
限
り
万
全
な
も
の
と
し
、
最
大

限
の
対
策
を
行
い
ま
す
。
建
物
全

体
及
び
受
入
れ
ホ
ッ
パ
ー
や
供
給

コ
ン
ベ
ア
を
ス
ポ
ッ
ト
的
に
吸
引

し
、
そ
の
臭
気
を
活
性
炭
吸
着
と

オ
ゾ
ン
脱
臭
装
置
に
よ
り
、
周
辺

環
境
と
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
の
臭
気

と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
ご
み
積
替
施
設
を
整
備
す

る
に
あ
た
っ
て
、
環
境
面
に
つ
い

て
万
全
の
態
勢
を
図
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
建
設
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
広
域
化
に
よ
る
ご
み
処
理
は
、

今
年
の
２
月
に
、
平
塚
市
、
大
磯

町
及
び
二
宮
町
で
「
一
般
廃
棄
物

処
理
の
基
本
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
本
格
的
に
施
設

整
備
を
行
い
、
広
域
ご
み
焼
却
施

設
が
稼
動
す
る
ま
で
に
は
、
相
当

の
年
月
が
か
か
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
広
域
化
処
理
が
実

現
す
る
ま
で
の
間
、
長
期
に
わ
た

っ
て
安
定
的
に
外
部
搬
出
で
き
る

態
勢
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

緑 が 丘

中 里

二 宮

富士見が丘

そ の 他

合 計

154人

23人

19人

11人

13人

220人

92人

11人

8人

4人

6人

121人

80人

1人

10人

1人

8人

100人

172人

12人

18人

5人

14人

221人

月日

居住地域
3月4日

4月15日

説明会参加者の状況

※4月15日に前回の参加の有無を確認したところ、121名が
　2回とも参加、94名が1回目不参加、不明は6名でした。

Ｑ
…
神
奈
川
県
内
で
同
じ
よ
う
な

例
は
あ
る
の
で
す
か
？

Ａ
…
改
修
な
ど
で
外
部
搬
出
し
て

い
る
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が
大
型

車
へ
積
み
替
え
て
い
ま
す
。
既
存

の
施
設
を
活
用
し
た
り
、
簡
易
な

施
設
を
作
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

横
浜
市
で
は
収
集
作
業
の
効
率
化

の
た
め
、
市
内
に
複
数
の
輸
送
事

務
所
を
設
け
、
ご
み
を
大
型
車
に

積
み
替
え
て
市
内
の
焼
却
場
へ
輸

送
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
桜
美
園

に
は
ご
み
を
移
す
た
め
の
施
設
機

能
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
積
替
施

設
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

前回参加 新規・不明 合　計



一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
て
、
安

全
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

「
め
ん
ど
く
さ
い
」

　
　
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」

放
置
駐
車
と
は
、
違
法
駐
車
の

う
ち
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
車
両
を

離
れ
て
直
ち
に
運
転
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
も
の

を
い
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
６
月
１
日
施
行
の
道

路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

主
に
次
の
点
が
変
わ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
の
警
察
官
・
交
通
巡
視

員
に
加
え
、
民
間
の
「
駐
車
監
視

員
」
に
よ
る
放
置
駐
車
の
取
締
り

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
駐
車
監
視
員
は
、
放
置
駐
車
車

両
に
駐
車
違
反
の
標
章
を
取
り
付

け
、
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
警
察
署

に
報
告
し
ま
す
。

　
取
締
り
を
受
け
た
車
の
ド
ラ
イ

バ
ー
（
使
用
者
）
は
出
頭
し
反
則

金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
反
則
金
を
納
付
し
な
い
場
合

は
、
「
放
置
違
反
金
」
の
納
付
が

命
ぜ
ら
れ
ま
す
。
「
放
置
違
反
金
」

を
納
付
し
な
い
と
そ
の
車
の
車
検

が
拒
否
さ
れ
た
り
、
財
産
の
差
し

押
さ
え
に
よ
る
強
制
徴
収
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
常
習
違
反
者
は
、
車
両
の

使
用
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

・
大
磯
警
察
署
　
72
―

０
１
１
０

・
地
域
推
進
課
防
災
安
全
係

放
置
駐
車
の
取
締
り
が
強
化
！

放
置
駐
車
の
取
締
り
が
強
化
！

車検車検 No! No!車検車検 No! No!車検 No!

短時間の駐車も短時間の駐車も
即、取締り！即、取締り！

短時間の駐車も短時間の駐車も
即、取締り！即、取締り！
短時間の駐車も
即、取締り！

安
易
な
気
持
ち
が
尊

い
命
を
奪
う
重
大
な

事
故
に
結
び
つ
き
ま

す
。



　
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
が
上

が
り
、
支
給
対
象
が
小
学
校
６
年

生
修
了
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
対
象
と
な
っ
た

小
４
〜
小
６
の
お
子
様
に
つ
い
て

は
、
９
月
末
ま
で
に
届
出
を
す
る

と
、 

４
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
小
学
校
４
年
生
で
、

平
成
17
年
度
に
児
童
手
当
を
受
け

て
い
た
お
子
様
に
つ
い
て
は
、
手

続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る

方
が
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
小
６
ま
で
の
お
子
様
を
養
育
さ

れ
て
い
る
方

○
平
成
16
年
ま
た
は
17
年
中
の
所

得
が
左
記
表
未
満
の
方

○
公
務
員
（
独
立
行
政
法
人
を
除

く
）
以
外
の
方
（
公
務
員
の
方

は
職
場
で
申
請
し
て
下
さ
い
。
）

○
１
、
２
人
目
の
お
子
様

月
額
　
　
５，
０
０
０
円

○
３
人
目
以
降
の
お
子
様

月
額
　
１
０
，
０
０
０
円

　
原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
６

月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月

分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
書
は
、
小
５
、
６
年
生
の

お
子
さ
ん
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
小
学
校
を
通
し
て
配
布
し

ま
す
。
ま
た
所
得
制
限
額
が
上
が

っ
た
こ
と
に
よ
り
新
た
に
受
給
可

能
と
な
る
方
に
は
郵
送
し
ま
す
。

○
平
成
17
年
度
に
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
な
い
方

①
児
童
手
当
認
定
請
求
書

②
厚
生
年
金
等
ご
加
入
の
方
は
、

健
康
保
険
証
の
写
し

③
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

※
平
成
17
年
１
月
１
日
に
二
宮
町

以
外
の
市
区
町
村
に
お
住
ま
い

だ
っ
た
方

「
平
成
17
年
度
（
16
年
分
）
所

得
証
明
書
（
児
童
手
当
用
）
」

※
平
成
18
年
１
月
１
日
に
二
宮
町

以
外
の
市
区
町
村
に
お
住
ま
い

だ
っ
た
方

「
平
成
17
年
度
（
16
年
分
）
所

得
証
明
書
（
児
童
手
当
用
）
」

お
よ
び
「
平
成
18
年
度
（
17
年

分
）所
得
証
明
書（
児
童
手
当
用
）」

を
、
お
住
ま
い
だ
っ
た
市
区
町

村
に
て
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
平
成
18
年
６
月
よ

り
前
は
平
成
18
年
度
所
得
証
明

書
が
入
手
で
き
ま
せ
ん
の
で
後

日
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
「
平
成
17
年
確
定
申
告
書
」
（
申

告
し
て
い
な
い
方
は
「
源
泉
徴

収
票
（
平
成
17
年
分
）」
）

⑤
印
鑑

○
現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
お

り
、
小
５
、
６
年
生
の
お
子
さ

ん
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

①
児
童
手
当
額
改
定
請
求
書

②
印
鑑

　
小
４
〜
小
６
の
お
子
様
で
も
、

届
出
が
10
月
１
日
以
降
に
な
る
と
、

４
月
分
に
さ
か
の
ぼ
ら
ず
、
申
請

の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

　
申
請
は
郵
送
で
も
受
付
い
た
し

ま
す
。
（
９
月
末
日
必
着
）

送
付
先
　
〒
２
５
９
―

０
１
９
６

（
個
別
郵
便
の
た
め
住
所
不
要
）

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
係
　
あ
て

　
福
祉
課
　
子
育
て
支
援
係

児
童
手
当
の
改
正

平成18年度所得制限限度額　　　　単位:万円

※児童手当は、６月で認定する所得の年度が切り替わり
　ます。平成16年分所得で平成18年４、５月分、平成17
　年所得で平成18年６月～平成19年５月分までの受給可
　否を判定します。

扶養親族等
の数

国民年金の方
又は未加入の方

国民年金以外の公
的年金（厚生年金
等）の方

0人

1人

2人

3人

4人

5人

460

498

536

574

612

650

532

570

608

646

684

722

児童手当制度の英語版がご覧になれます

制度の概要（Outline of system）
http://www.mhlw.go.jp/english/topics/child-support/index.html

改正の概要（Outline of rivision）
http://www.mhlw.go.jp/topics/2006/03/tp0331-7a.html



老年者控除の廃止 老年者非課税措置の廃止に伴う特例

定率減税の改正

妻の均等割非課税の段階的廃止

年　　度

17年度（半額）

18年度（全額）

町民税

1,500円

3,000円

県民税

500円

1,000円

年　　度

17年度まで

18年度

所得割額

町県民税

非課税

2／3を減額した額

均等割額

非課税

町民税 県民税

1,000円 300円

土　　地土　　地 家　　屋家　　屋土　　地 家　　屋



介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た

　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
３
年
に
１
度
見
直
し
ま
す
。

今
回
、
平
成
18
〜
20
年
度
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
に
掛
か
る
費
用
な

ど
を
推
計
し
、
保
険
料
を
改
定
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
18
〜

20
年
度
の
保
険
料
基
準
月
額
は
、

３
９
５
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
の
基
準
月

額
２
９
７
０
円
か
ら
９
８
０
円
引

き
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
主
な
原

因
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
認
定
者

数
の
急
増
に
伴
い
、
制
度
が
始
ま
っ

た
平
成
12
年
度
に
比
べ
、
17
年
度

に
は
約
１
・
６
倍
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
軽
度
の
認
定
者
数
が

大
幅
に
増
え
、
こ
れ
に
伴
い
居
宅

サ
ー
ビ
ス
費
用
は
約
２
・
５
倍
に

急
増
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
15
〜
17
年
度
の
サ
ー
ビ
ス

費
用
が
見
込
み
よ
り
増
え
た
た
め
、

保
険
料
が
不
足
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
不
足
分
は
県
の
財
政
安
定
化

基
金
よ
り
借
り
入
れ
ま
し
た
が
、

今
後
３
年
間
で
返
済
し
ま
す
。

　
制
度
改
正
に
よ
り
、
保
険
料
に

関
し
て
次
の
内
容
等
が
変
っ
て
い

ま
す
。

　
年
金
収
入
が
80
万
円
以
下
（
他

に
所
得
が
無
い
場
合
）
の
方
の
保

険
料
額
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
準
額

の
75
％
か
ら
50
％
に
な
り
、
負
担

の
軽
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
介
護
保
険
料
を
天
引

き
で
き
な
か
っ
た
遺
族
年
金
や
障

害
年
金
か
ら
も
、
天
引
き
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
対
象
と
な
る
方
は
、
10
月
以
降

　
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
天
引

　
き
さ
れ
ま
す
。

　
10
年
後
に
は
町
民
の
３
人
に
１

人
が
高
齢
者
に
な
る
と
見
込
ま
れ

る
中
、
介
護
保
険
の
費
用
を
抑
え

る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な

い
、
ま
た
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
重
度
化
し
な
い
よ
う
、
介
護
予

防
事
業
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
が
適
性
に
、
よ
り
効

果
的
で
効
率
よ
く
提
供
さ
れ
る
よ

う
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係

介護サービス費用の比較【月平均】

※17年度は２月審査分までの11か月平均

12年度 17年度 増加率

居宅サービス

施設サービス

合　　計

22,222

48,615

70,837

55,100

60,892

115,992

148.0％

25.3％

63.7％

段階別保険料月額（65歳以上の方の介護保険料）　（単位　円）

※（　）の中は、改正前（15～17年度）の保険料段階

※改正前の第２段階は、町民税世帯非課税の方に一律で基準額×0.75

※第２段階の方で年金収入以外に所得がある場合は合算して判定

条　　　件保険料段階 18～20年度 増減額

第１段階

（第１段階）

第２段階

（第２段階）

第３段階

（第２段階）

第４段階

（第３段階）

第５段階

（第４段階）

第６段階

（第５段階）

・生活保護受給世帯等

　【基準額×0.5】

・町民税世帯非課税で年金収入

　が80万円以下 【基準額×0.5】

・町民税世帯非課税で年金収入

　が80万円超え 【基準額×0.75】

・町民税世帯課税で本人非課税

　【基準額】

・町民税本人課税で所得が

　200万円未満 【基準額×1.25】

・町民税本人課税で所得が

　200万円以上 【基準額×1.5】

1,975

1,975

2,962

3,950

4,937

5,925

15～17年度

1,485

2,227

2,970

3,712

4,455

490

△252

735

980

1,225

1,470

　
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税

で
、
年
金
収
入
が
年
80
万
円
以

下
（
他
に
所
得
が
あ
る
場
合
は

所
得
金
額
と
合
算
）
の
方
は
、

高
齢
介
護
課
に
申
告
す
る
こ
と

で
、
保
険
料
が
安
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

（単位　千円）
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医　療　機　関 住　　所 実　施　日　時 備　　考

百合が丘1－1－1

二宮795

百合が丘2－4－1

百合が丘2－4－4

中里736－5

二宮884

二宮821－10

二宮122－8

二宮904

二宮1285－1

二宮1305

中里989－7

川匂6

百合が丘2－1－2

二宮1048－2

月・火・水・金
土

月・火・木・金
土

月・火・水・木・金
土

月・火・水・金・土

月・火・水・金
土

月・火・水・金
土

月・火・木・金
水・土

月・火・水・金
第2・3・5の木・土

水・木・金

月・火・水・木・金
・土・日・祭日

月・火・水・金

月・火・木・金
土

月・火・水・金
土

火・水・金
月・土

月・火・水・木・金
土

9：00～11：30
9：00～11：30

9：00～11：30
9：00～11：30

8：45～12：00
8：45～11：30

9：00～12：00

9：00～12：00
9：00～12：00

8：45～12：00
8：45～12：00

9：00～12：00
9：00～12：00

9：00～12：30
9：00～12：30

15：00～18：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00
9：00～12：00

9：00～11：30
9：00～11：30

9：00～11：30
9：00～11：30

9：00～11：30
9：00～11：30

15：00～17：00

15：00～17：00

13：30～16：45

14：00～16：00

14：00～17：00
14：00～16：00

14：45～17：00

15：00～18：00

15：30～17：30

14：00～17：00

14：00～18：00

14：00～17：00

15：00～17：00

15：00～17：00

要電話予約

事前に連絡をしてください

事前に連絡をしてください

事前に連絡をしてください

65歳以上要予約
ご連絡ください

要電話予約

朝食は取らないで受診し
てください。

朝食は取らないで受診し
てください。要電話予約

要電話予約

要予約

（注） 都合により休診となる場合がありますので、ご注意ください。

基本健康診査実施医療機関及び実施時間一覧表 （アイウエオ順）



～活かします　あなたの納める貴重な税～



古紙・布類

資源ごみの収集量と売却代金

ビン・ガラス類

金属・空カン類

樹 脂 類

178,860㎏

３月分 平成１７年度累計

10,660㎏

1,899㎏

7,895㎏

1,017,972円

6,240円

94,950円

3,552円

2,305,240㎏

158,670㎏

13,309㎏

115,625㎏

11,878,618円

1,122,714円 12,610,558円

99,600円

585,660円

46,680円

金額総計
（売却代金は町の会計に入る）

町の人口（4月1日現在）

総　数

男

女

世帯数

30,078人

14,588人

15,490人

11,028世帯

（－ 50）

（－19）

（－31）

（＋20）

（　）内は前月比。人口統計より

児童虐待相談窓口児童虐待相談窓口児童虐待相談窓口児童虐待相談窓口児童虐待相談窓口



　
「
広
報
に
の
み
や
」
に
毎

月
10
名
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
か

ら
ご
意
見
や
感
想
を
い
た
だ

き
、
紙
面
づ
く
り
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
に
寄
せ
ら
れ

た
一
部
を
要
約
し
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

○
カ
ラ
ー
は
目
が
チ
カ
チ
カ
し
て

読
み
づ
ら
く
、
無
駄
で
あ
る
。

　
昨
年
度
か
ら
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

で
発
行
し
て
い
ま
す
。
見
や
す
い

と
い
う
感
想
も
い
た
だ
い
て
お
り
、

引
き
続
き
カ
ラ
ー
で
発
行
し
ま
す
。

○
花
の
写
真
な
ど
は
、
い
つ
撮
影

し
た
か
分
か
る
と
、
見
に
行
く
目

安
に
な
り
ま
す
。

　
表
紙
の
写
真
な
ど
に
撮
影
日
を

入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
町
民
の
顔
が
見
え
な
い
こ
と
に

不
満
で
す
。
参
加
さ
れ
た
方
の
意

見
な
ど
を
写
真
入
り
で
掲
載
す
る

よ
う
希
望
し
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
が
活
動
し
て

い
る
姿
を
、
個
人
情
報
に
も
配
慮

し
な
が
ら
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
で
き
な

い
人
た
ち
の
た
め
に
も
広
報
紙
は

必
要
で
す
。
特
に
高
齢
者
に
向
け
、

優
し
い
文
章
で
、
分
か
り
や
す
い

こ
と
に
重
点
を
お
い
て
編
集
し
て

い
っ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
向
け
、

難
解
な
表
現
を
さ
け
、
用
語
の
解

説
を
加
え
る
な
ど
、
分
か
り
や
す

い
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
ま
す
。

○
ひ
と
つ
の
記
事
を
連
続
し
て
取

り
上
げ
て
、
町
の
取
り
組
み
な
ど

を
こ
ま
か
く
報
告
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
が
目
に
見
え
て
き
て
良
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
計
画
・

途
中
経
過
・
実
施
報
告
・
反
省
な

ど
、
今
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

も
、
実
際
に
行
っ
た
こ
と
も
、
細

か
に
伝
え
て
く
れ
る
広
報
で
あ
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
町
民

の
み
な
さ
ん
と
共
有
し
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、

広
報
紙
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
的
確
な
情

報
提
供
に
努
め
、
愛
読
さ
れ
る
広

報
紙
を
目
指
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
地
域
推
進
課
広
報
広
聴
係

　
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
す
二
宮
町

の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
ま
す
。
今
月
と
来
月
は

町
名
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
川

勾
神
社
で
す
。

　
川
勾
神
社
は
大
和
朝
廷
の
あ
っ

た
頃
に
創
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
の

神
社
を
記
録
し
た
書
物
「
延
喜
式
」

（
９
２
７
年
）
に
も
記
載
さ
れ
、

太
古
の
昔
か
ら
相
模
の
国
の
安
全

や
平
和
を
願
っ
て
き
ま
し
た
。

　
川
勾
神
社
が
相
模
の
国
の
二
之

宮
と
し
て
参
加
す
る
国
府
祭
は
、

千
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
そ
の

当
時
、
国
司
が
国
府
所
在
地
に
相

模
国
内
の
主
要
な
神
社
を
招
き
、

天
下
泰
平
・
五
穀
豊
穣
の
祈
り
を

捧
げ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
府
祭
に
は
川
勾
神
社
の
ほ
か
、

寒
川
神
社
（
一
宮
）
・
比
々
多
神

社
（
三
宮
）
・
前
鳥
神
社
（
四
宮
）・

平
塚
八
幡
宮
（
五
宮
）
・
総
社
六

所
神
社
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
か
つ
て
相
模
国
は
相
武
（
相
模
）

の
国
と
師
長
の
国
に
分
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
之
宮
が
あ
り

ま
し
た
。
国
府
祭
に
み
ら
れ
る
古

式
座
問
答
は
相
模
の
国
の
一
之
宮

を
め
ぐ
る
寒
川
神
社
と
川
勾
神
社

の
争
い
の
名
残
を
と
ど
め
て
お
り
、

神
奈
川
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
典
は
現
在
５
月
５
日
で
す
が
、

か
つ
て
は
６
月
21
日
で
し
た
。
こ

の
日
は
ち
ょ
う
ど
夏
至
の
頃
に
あ

た
り
、
田
植
え
が
一
段
落
し
た
骨

休
み
の
日
で
す
。
こ
の
祭
は
天
下

の
泰
平
を
祈
る
だ
け
で
な
く
、
稲

の
生
長
を
願
う
人
々
の
祈
り
も
こ

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
川
勾
神
社
に
は
大
正
４
年
、
水

田
か
ら
発
掘
さ
れ
た
「
田
舟
」
が

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
時
代

の
も
の
と
さ
れ
、
町
の
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
発
掘
さ
れ
た
場
所
は
川
勾
神
社

よ
り
西
に
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
、
旧
神
領
地
（
か
つ
て
川
勾
神

社
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
）
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
田
舟
は
半
分
に
割

れ
て
い
て
、
そ
の
片
方
だ
け
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
神
領
地
か
ら

発
見
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
田
植
え
に
使
っ
た
舟
を
二

つ
に
割
り
、
そ
の
半
分
を
神
に
捧

げ
る
こ
と
が
一
つ
の
祈
り
の
姿
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

　
　
　
　
山
西
２
１
２
２

　
　
　
　
　
押
切
坂
上
バ
ス
停
よ

り
徒
歩
約
15
分
。
二
宮
西
中
学
校

そ
ば
。

かつての姿を今に残す田舟
（全長1.5m、幅30㎝）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
ん
　

ぎ
　

し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

う

の

ま

ち

　
　
　
　
　
た
い

へ
い
　
　
　
　

ご
　
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
　
　

び
　
　

た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
が
　

む

　
　
　
　
　
　
　
　

し
　

な
が

　
　
　
ざ
　
も
ん
　

ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
　

ぶ
ね



～ イベント情報イベント情報 ～～ イベント情報 ～

6月4日（日）　8：30～15：0000

メイメイン会場：山西・梅沢海岸ン会場：山西・梅沢海岸

6月4日（日）　8：30～15：0000

メイメイン会場：山西・梅沢海岸ン会場：山西・梅沢海岸

6月4日（日）　8：30～15：00

メイン会場：山西・梅沢海岸

善
意
の
寄
付
に
感
謝

善
意
の
寄
付
に
感
謝

善
意
の
寄
付
に
感
謝

善
意
の
寄
付
に
感
謝

善
意
の
寄
付
に
感
謝

西
湘
地
域

労
働
者
福
祉
協
議
会
か
ら

湘南にのみや湘南にのみや

 海岸海岸530530（ゴミゼロゴミゼロ）キャンペーンキャンペーン

湘南にのみや湘南にのみや

 海岸海岸530530（ゴミゼロゴミゼロ）キャンペーンキャンペーン

湘南にのみや

 海岸530（ゴミゼロ）キャンペーン

5月27日（土）〔小雨決行〕
午前7時50分 集合

梅沢海岸（町立体育館下東側）
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吾
妻
山
公
園
（
４
月
４
日
）

　川夜桜ライトアップ（４月７日） 　花いっぱい運動（４月25日） 中里の間島さん宅（４月18日）

　
３
月
31
日
、
公
民
館
で
消
防
団

入
退
団
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
13
名
の
退
団
者
に
は
古
澤
町
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
そ
の

後
を
引
き
継
ぐ
14
名
の
方
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
29
日
、
神
奈
川
県

消
防
防
災
功
労
者
表
彰
式
で
、
永

年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
へ
の
功

績
に
対
し
、
柳
川
敏
一
さ
ん
に
、

日
本
消
防
協
会
長
か
ら
功
績
賞
が

贈
ら
れ
、
古
澤
町
長
か
ら
表
彰
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

早
速
訓
練
に
励
む
新
入
団
員

事故には気をつけて事故には気をつけて
（交通安全街頭キャンペーン交通安全街頭キャンペーン）

上手に渡れるよ上手に渡れるよ
（新入学児童の交通安全教室新入学児童の交通安全教室）

事故には気をつけて
（交通安全街頭キャンペーン）

上手に渡れるよ
（新入学児童の交通安全教室）

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動


